
（1）0 以上の整数 m , n =0 , 1 , 2 , … に対し, I0 1m , n  を
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　　  で定める。

　　（ⅰ）m)1 のとき, 部分積分法を用いて, 
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　　　　　が成り立つことを示しなさい。
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m!n !

0 1++m n 1 !
  を示しなさい。

（2）f0 1x  を区間 [ 0 , 1 ] で定義された連続関数とする。自然数 n=1 , 2 , 3 , … に対し, 
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　　  で定める。ここで, knC =
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 である。このとき, 
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　　  となることを示しなさい。
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